
暮

ら

し

の

お

知

ら

せ

Information

　
市
で
は
、
大
栄
地
区
を
担
当
す
る
東

部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
大
栄
支
所

を
10
月
1
日
に
開
設
し
ま
す
。

　
ま
た
、
中
央
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
名
称
を
南
部
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
と
し
ま
す
。
併
せ
て
一
部
の
担

当
地
区
を
次
の
通
り
変
更
し
ま
す
。

変
更
に
な
る
地
区
と
担
当
セ
ン
タ
ー

◦
大
栄
地
区
…
東
部
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
大
栄
支
所（
大
栄
支
所
内
・

☎
94
‐
5
6
6
4
）

◦
遠
山
地
区
…
南
部
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー（
☎
35
‐
6
0
8
1
）

◦
中
郷
地
区
…
西
部
南
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー（
☎
23
‐
7
1
5
1
）

◦
久
住
地
区
…
東
部
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー（
☎
80
‐
7
0
0
7
）

　
要
支
援
認
定
を
受
け
て
い
て
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
人
の
う

ち
、
担
当
セ
ン
タ
ー
が
変
わ
る
人
に
は

担
当
者
が
訪
問
し
説
明
す
る
予
定
で
す
。

※
く
わ
し
く
は
介
護
保
険
課（
☎
20
‐

1
5
4
5
）へ
。

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

野
焼
き

　
野
外
で
の
ご
み
の
焼
却
行
為（
野
焼

き
）は
、
不
完
全
燃
焼
に
よ
る
一
酸
化

炭
素
や
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
な
ど
の
有

害
物
質
を
発
生
さ
せ
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
灰
で
洗
濯
物
が
汚
れ
る
、

煙
で
窓
が
開
け
ら
れ
な
い
な
ど
、
近
隣

住
民
の
迷
惑
に
な
り
ま
す
。

　
野
焼
き
は
一
部
を
除
き
、
法
律
で
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。
禁
止
の
例
外
と
な

る
行
為
も
、
周
辺
地
域
の
生
活
環
境
に

著
し
い
影
響
を
与
え
て
い
る
と
判
断
さ

れ
る
場
合
は
、
行
政
指
導
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
環
境
対
策
課（
☎
20
‐

1
5
3
2
）へ
。

2
事
業
に
負
担
金
を
交
付

空
港
周
辺
地
域
を
よ
く
す
る
活
動

　
成
田
空
港
地
域
共
生
・
共
栄
会
議
で

は
、
空
港
周
辺
地
域
の
共
栄
に
つ
な
が

る
協
働
事
業
を
募
集
し
、
選
定
し
た
2

事
業
に
負
担
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
事
業
＝
成
田
空
港
周
辺
地
域
の
地

域
振
興
、
観
光
振
興
ま
た
は
景
観
形

成
な
ど
に
つ
な
が
り
、
対
象
地
域
の

う
ち
2
市
町
以
上
を
含
む
事
業

対
象
地
域
＝
成
田
市
、
富
里
市
、
山
武

市
、
香
取
市
、
多
古
町
、
芝
山
町
、

横
芝
光
町
、
栄
町
、
神
崎
町

実
施
期
間
＝
令
和
2
年
4
月
1
日
〜
3

年
3
月
31
日

負
担
金
額（
1
事
業
当
た
り
）＝
1
0
0

万
円
以
下

募
集
期
間
＝
9
月
30
日
㈪
ま
で

※
く
わ
し
く
は
成
田
空
港
地
域
共
生
・

共
栄
会
議
事
務
局（
☎
0
4
7
9‐85‐ 

7
7
1
5 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://

w
w
w
.narita-kyousei.gr.jp

）へ
。

も
し
も
の
事
故
に
備
え
て

千
葉
県
市
町
村
交
通
災
害
共
済

　
県
市
町
村
交
通
災
害
共
済
の
令
和
元

年
度
加
入
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
交
通
災
害
共
済
は
、
県
市
町
村

総
合
事
務
組
合
と
市
町
村
が
運
営
主
体

と
な
り
、
加
入
者
が
交
通
事
故
に
よ
り

負
傷
し
た
場
合
に
、
見
舞
金
を
支
給
す

る
制
度
で
す
。
ほ
か
の
保
険
に
入
っ
て

い
て
も
加
入
で
き
ま
す
が
、
保
育
園
・

学
校
な
ど
で
こ
の
制
度
に
加
入
し
て
い

る
園
児
・
児
童
・
生
徒
は
、
重
複
し
て

加
入
で
き
ま
せ
ん
。

会
員
の
資
格
＝
市
に
住
民
記
録
の
あ
る

人
と
そ
の
被
扶
養
者

共
済
期
間
と
会
費

◦
8
月
31
日
ま
で
に
申
し
込
み
…
9
月

1
日
〜
令
和
2
年
8
月
31
日
・
7�

0�
0
円

◦
9
月
1
日
以
降
に
申
し
込
み
…
申
込

日
の
翌
日
〜
令
和
2
年
8
月
31
日
・

加
入
月
に
よ
り
1
0
0
〜
7
0
0
円

見
舞
金
の
種
類
＝
死
亡
見
舞
金
、
傷
害

見
舞
金
、
身
障
見
舞
金
、
交
通
遺
児

見
舞
金

対
象
の
交
通
事
故
＝
車
両
の
交
通
に
よ

る
事
故
で
、
事
故
証
明
書（
原
則
と

し
て
人
身
事
故
扱
い
）が
発
行
さ
れ

た
も
の

受
付
場
所
＝
交
通
防
犯
課（
市
役
所
2

階
）、
下
総
・
大
栄
支
所

※
く
わ
し
く
は
同
課（
☎
20
‐
1
5
2 

7
）へ
。

実
施
し
て
い
ま
す

農
地
利
用
状
況
調
査

　
農
業
者
の
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
、

年
々
耕
作
さ
れ
な
い
農
地
が
目
立
つ
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
こ
の

よ
う
な
農
地
の
荒
廃
を
防
ぐ
た
め
、
農

地
の
利
用
状
況
調
査
を
8
月
末
ま
で
実

施
し
て
い
ま
す
。
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
が
各
農
地
を
調
査
し
ま
す
の
で

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
農
業
委
員
会
事
務
局

（
☎
20
‐
1
5
7
3
）へ
。

担
当
地
区
が
変
わ
り
ま
す

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

下総

大栄久住

中郷

遠山

豊住

八生

公津

東部圏域

西部南圏域
西部西圏域

西部北圏域

ニュータウン

成田

押畑支所

大栄支所

南部圏域
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震
度
6
強
の
地
震
の
発
生
を
想
定
し

た
訓
練
地
震
情
報
を
「
防
災
行
政
無

線
」「な
り
た
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
」

で
放
送
・
配
信
し
ま
す
。
こ
れ
を
合

図
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
地
震
か

ら
身
を
守
る
た
め
の
3
つ
の
安
全
行

動
「
ド
ロ
ッ
プ（
ま
ず
低
く
）」「カ
バ
ー

（
頭
を
守
り
）」「
ホ
ー
ル
ド
・
オ
ン

（
動
か
な
い
）」
を
1
分
間
行
っ
て
く

だ
さ
い

参
加
方
法
＝
訓
練
に
参
加
す
る
場
合
は

事
前
に
参
加
登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

8
月
30
日
㈮（
必
着
）ま
で
に
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（https://w

w
w
.city.n�

arita.chiba.jp/anshin/page1�

110_00005.htm
l

）に
あ
る
参
加
登

録
用
紙
に
必
要
事
項
を
書
い
て
、
郵

送
・
F
A
X
・
E
メ
ー
ル
の
い
ず
れ

か
で
危
機
管
理
課（
〒
2
8
6
‐
8�

5�

8�

5�

花
崎
町
7
6
0�

F
A
X�

20
‐

1
6
8
7�

E
メ
ー
ルkikikanri@

c�

ity.narita.chiba.jp

）へ

※
く
わ
し
く
は
同
課（
☎
20
‐
1
5
2 

3
）へ
。

整
備
は
3
年
以
内
に

下
水
道
の
接
続
義
務

　
公
共
下
水
道
が
利
用
で
き
る
よ
う
に

な
る
と
、
く
み
取
り
便
所
を
3
年
以
内

に
水
洗
ト
イ
レ
に
改
造
す
る
こ
と
が
法

律
で
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
ト
イ
レ
や
風
呂
、
台
所
な
ど

の
汚
水
を
下
水
道
に
流
す
た
め
の
排
水

設
備
に
つ
い
て
も
整
備
を
し
て
く
だ
さ

い
。
市
で
は
、
下
水
道
供
用
開
始
の
公

示
後
1
年
以
内
の
工
事
の
場
合
は
、
3

万
円（
1
年
を
超
え
3
年
以
内
の
工
事

は
2
万
5
、
0
0
0
円
）の
補
助
金
を

交
付
し
て
い
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
下
水
道
課（
☎
20
‐
1 

5
5
3
）へ
。

一
人
で
悩
ま
ず
相
談
を

暴
力
団
に
よ
る
不
当
要
求

　
暴
力
団
排
除
の
取
り
組
み
な
ど
に
よ

り
、
暴
力
団
構
成
員
の
数
は
減
少
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
暴
力
団
は
あ
ら
ゆ
る
手
段

で
関
係
を
持
と
う
と
機
会
を
伺
っ
て
い

ま
す
。
自
分
は
暴
力
団
と
は
関
わ
り
が

な
い
と
思
っ
て
い
て
も
、
い
つ
ど
こ
で

不
当
要
求
を
受
け
る
か
は
分
か
り
ま
せ

ん
。

　
暴
力
団
か
ら
不
当
要
求
を
受
け
た
場

合
は
一
人
で
悩
ま
ず
、
警
察
や
千
葉
県

暴
力
団
追
放
県
民
会
議（
1
0
1
2
0
‐�

0
8�

9
3
5
4
）に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

※
く
わ
し
く
は
成
田
警
察
署（
☎
27
‐

0
1
1
0
）へ
。

（
〒
2
8
6
‐
8
5
8
5�

花
崎
町
7�

6�

0
）へ

※
く
わ
し
く
は
同
課（
☎
20
‐
1
5
6 

0
）へ
。

防
災
行
政
無
線
で
テ
ス
ト

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

　
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
J
ア
ラ
ー

ト
）と
は
、
自
然
災
害
に
関
わ
る
気
象
情

報
の
特
別
警
報
な
ど
、
国
か
ら
送
ら
れ

て
く
る
緊
急
情
報
を
瞬
時
に
伝
達
す
る

シ
ス
テ
ム
で
す
。

　
市
で
は
、
こ
の
緊
急
情
報
を
市
民
の

皆
さ
ん
へ
確
実
に
伝
え
る
た
め
、
防
災

行
政
無
線
を
使
っ
た
試
験
放
送
を
行
い

ま
す
。
放
送
を
聞
き
逃
し
た
と
き
は
、

防
災
行
政
無
線
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス（
1 

0
1
2
0
‐�

38
‐
3
8
9
8
）で
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
時
＝
8
月
28
日
㈬�

午
前
11
時

放
送
内
容
＝
「
こ
れ
は
J
ア
ラ
ー
ト
の

テ
ス
ト
で
す（
3
回
繰
り
返
し
）、
こ

ち
ら
は
防
災
な
り
た
で
す
」
、
防
災

行
政
チ
ャ
イ
ム

※
当
日
の
災
害
発
生
状
況
や
気
象
状
況

に
よ
り
、
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。く
わ
し
く
は
危
機
管
理
課（
☎

20
‐
1
5
2
3
）へ
。

地
震
か
ら
身
を
守
る
た
め
に

シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練

　
市
で
は
、
市
民
や
事
業
者
の
防
災
意

識
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
シ
ェ
イ

ク
ア
ウ
ト
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の

訓
練
は
ア
メ
リ
カ
で
始
ま
っ
た
地
震
防

災
訓
練
で
、
身
を
守
る
た
め
の
安
全
行

動
を
1
分
間
行
う
も
の
で
す
。

日
時
＝
9
月
2
日
㈪�

午
前
10
時
30
分

か
ら

訓
練
方
法
＝
当
日
の
午
前
10
時
30
分
に

変
更
案
を
縦
覧
で
き
ま
す

成
田
・
下
総
・
大
栄
都
市
計
画

縦
覧
場
所
＝
都
市
計
画
課（
市
役
所
5

階
）、
下
総
・
大
栄
支
所
、
県
都
市

計
画
課（
県
庁
中
庁
舎
7
階
）

縦
覧
・
意
見
の
提
出
期
間
＝
8
月
20
日

㈫
〜
9
月
3
日
㈫（
当
日
消
印
有
効
）

内
容
＝
①
成
田
都
市
計
画
区
域
の
航
空

機
騒
音
障
害
防
止
地
区
お
よ
び
航
空

機
騒
音
障
害
防
止
特
別
地
区
の
変
更

（
県
決
定
）②
下
総
都
市
計
画
区
域
の

航
空
機
騒
音
障
害
防
止
地
区
お
よ
び

航
空
機
騒
音
障
害
防
止
特
別
地
区
の

変
更（
県
決
定
）③
大
栄
都
市
計
画
区

域
の
航
空
機
騒
音
障
害
防
止
地
区
お

よ
び
航
空
機
騒
音
障
害
防
止
特
別
地

区
の
変
更（
県
決
定
）

意
見
の
提
出
方
法
＝
縦
覧
場
所
に
あ
る

意
見
提
出
書
に
必
要
事
項
を
書
い
て

直
接
ま
た
は
郵
送
で
都
市
計
画
課

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

市 長 日 誌

橋本選手を激励（8日）

7月1日〜15日

1日

社会を明るくする運動街頭キャ
ンペーン
公益財団法人日本都市センター
「都市の未来を語る市長の会」

2日
成田空港航空ビジネス地域連
携セミナー
農政懇談会

3日 サンブルーノ市中学生友好訪
問団表敬訪問

4日
セッツカートン株式会社との災
害発生時における段ボール製品
の調達に関する協定書手交式

5日 成田祇園祭（〜7日）

7日 成田空港周辺地域スポーツ大
会小学生サッカーの部開会式

8日 橋本大輝選手世界体操競技選
手権大会出場表敬訪問

9日 婦人防火指導員協議会総会

13日
こどものまち実行委員会研修会
ゲーリックフットボール北アジ
ア大会

14日 ダンススポーツ競技大会
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暮

ら

し

の

お

知

ら

せ

に
住
民
記
録
が
あ
り
、
令
和
元
年
度

の
住
民
税
非
課
税
の
人（
住
民
税
課

税
者
と
生
計
同
一
の
配
偶
者
・
扶
養

親
族
や
生
活
保
護
被
保
護
者
な
ど
を

除
く
）

購
入
点
数
＝
1
人
5
セ
ッ
ト
ま
で

申
請
方
法
＝
1
月
31
日
㈮（
必
着
）ま
で

に
申
請
書
に
必
要
事
項
を
書
い
て
同

封
の
返
信
用
封
筒
で
郵
送
。
プ
レ
ミ

ア
ム
付
商
品
券
担
当
窓
口（
市
役
所

3
階
3
0
3
会
議
室
）で
も
受
け
付

け
ま
す（
1
月
中
は
市
役
所
1
階
の

特
設
窓
口
で
受
け
付
け
）

子
育
て
世
帯

　
対
象
者
へ
9
月
下
旬
〜
10
月
下
旬
に

購
入
引
換
券
を
送
付
し
ま
す
。
申
請
は

不
要
で
す
。

対
象
＝
平
成
28
年
4
月
2
日
〜
令
和
元

年
9
月
30
日
に
生
ま
れ
た
子
が
属
す

る
世
帯
の
世
帯
主

購
入
点
数
＝
対
象
の
子
ど
も
1
人
に
つ

き
5
セ
ッ
ト
ま
で

取
扱
店
舗
を
募
集

　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
を
取
り
扱
う

市
内
の
店
舗
を
募
集
し
ま
す
。

　
申
し
込
み
方
法
は
成
田
市
プ
レ
ミ
ア

ム
付
商
品
券
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。
対
象
外
と
な
る
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

担
当
窓
口（
☎
20
‐
1
7
4
6
）へ
。

子
育
て
世
帯
な
ど
を
対
象
に

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

　
10
月
の
消
費
税
率
引
き
上
げ
に
よ
る

影
響
を
緩
和
す
る
た
め
、
住
民
税
非
課

税
の
人
と
子
育
て
世
帯
を
対
象
に
1
、

0
0
0
円
の
付
加
価
値
が
付
い
た
プ
レ

ミ
ア
ム
付
商
品
券
を
販
売
し
ま
す
。

販
売
期
間
＝
10
月
1
日
㈫
〜
2
月
29
日

㈯
販
売
価
格（
1
セ
ッ
ト
当
た
り
）＝
4
、

0
0
0
円（
5
0
0
円
×
10
枚
）

購
入
方
法
＝
購
入
引
換
券
と
本
人
確
認

が
で
き
る
物
を
持
っ
て
販
売
店
舗
で

購
入

利
用
可
能
期
間
＝
10
月
1
日
㈫
〜
3
月

31
日
㈫

購
入
・
利
用
可
能
店
舗
＝
購
入
引
換
券

の
送
付
時
に
同
封
さ
れ
る
店
舗
一
覧

表
ま
た
は
成
田
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商

品
券
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（https://nari�

ta-city-prem
ium
.com

）で
確
認

で
き
ま
す

住
民
税
非
課
税
の
人

　
対
象
と
思
わ
れ
る
人
へ
8
月
上
旬
に

申
請
書
を
郵
送
し
ま
す
。
な
お
、
申
請

書
の
受
け
付
け
後
に
審
査
を
行
い
、
9

月
下
旬
か
ら
順
次
対
象
者
に
購
入
引
換

券
を
送
付
し
ま
す
。

対
象
＝
平
成
31
年
1
月
1
日
現
在
で
市

コ
ン
ビ
ニ
で
取
得
で
き
ま
す

住
民
票
な
ど
の
証
明
書

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
住
民

基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
、
全
国

の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア（
セ
ブ

ン
‐
イ
レ
ブ
ン
、
ロ
ー
ソ
ン
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
マ
ー
ト
な
ど
）、
イ
オ
ン（
成
田
店

を
含
む
一
部
店
舗
）で
住
民
票
、
印
鑑

登
録
証
明
書
、
戸
籍
謄（
抄
）本
・
戸
籍

の
附
票（
本
市
に
本
籍
が
あ
る
人
の
み
）

が
取
得
で
き
ま
す
。
市
役
所
の
閉
庁
時

で
も
、
毎
日
午
前
6
時
30
分
か
ら
午
後

11
時
ま
で
利
用
で
き
ま
す
。

　
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に

は
事
前
に
暗
証
番
号
の
設
定
が
必
要
で

す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
っ
て

い
る
人
で
利
用
者
証
明
用
電
子
証
明
書

の
発
行
を
希
望
し
な
か
っ
た
人
は
、
市

民
課（
市
役
所
1
階
）、
下
総
・
大
栄
支

所
で
申
請
で
き
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
同
課（
☎
20
‐
1
5
2 

5
）へ
。

新
た
に
選
出

市
選
挙
管
理
委
員

　
選
挙
管
理
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い

市
議
会
の
選
挙
に
よ
り
新
選
挙
管
理
委

員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
委
員
は
、
小お

山や
ま
英
子
氏
、
大
木
孝
男
氏
、
唐
川
絹
代

氏
、
大
木
信し
ん

喜き

氏
の
4
人
で
、
任
期
は

令
和
元
年
7
月
7
日
〜
5
年
7
月
6
日

で
す
。
ま
た
、
委
員
長
に
は
小
山
英
子

氏
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

※
く
わ
し
く
は
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局（
☎
22
‐
1
1
1
1 

内
線
3
1
5 

2
）へ
。

食
品
の
取
り
扱
い
に
注
意

食
中
毒
の
予
防

　
高
温
多
湿
と
な
る
夏
は
、
細
菌
を
原

因
と
す
る
食
中
毒
が
最
も
発
生
し
や
す

い
季
節
で
す
。

　
県
で
は
、
食
中
毒
の
発
生
を
予
防
す

る
た
め
に
、
8
月
を
食
中
毒
予
防
強
調

月
間
と
し
、
啓
発
や
食
品
営
業
施
設
へ

の
監
視
指
導
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

家
庭
で
で
き
る
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

　
食
中
毒
は
家
庭
で
も
発
生
し
て
い
ま

す
。
食
品
の
取
り
扱
い
に
注
意
し
て
食

中
毒
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

購
入
す
る
と
き

◦
消
費
期
限
な
ど
を
確
認
す
る

◦
買
い
物
し
た
後
は
、
寄
り
道
を
し
な

い
で
す
ぐ
に
帰
る

保
存
す
る
と
き

◦
冷
蔵
庫
は
10
℃
以
下
、
冷
凍
庫
は
マ

イ
ナ
ス
15
℃
以
下
に
保
つ

◦
冷
蔵
庫
や
冷
凍
庫
に
食
品
を
詰
め
す

ぎ
な
い

調
理
す
る
と
き

◦
調
理
の
前
に
せ
っ
け
ん
で
手
を
洗
う

◦
包
丁
や
ま
な
板
は
肉
用
、
魚
用
、
野

菜
用
と
使
い
分
け
る
か
、
洗
っ
て
熱

湯
を
掛
け
て
か
ら
使
う

◦
肉
や
魚
は
十
分
に
加
熱
す
る
。
目
安

と
し
て
、
食
材
の
中
心
部
を
75
℃
で

1
分
以
上
加
熱
す
る

◦
冷
凍
食
品
は
使
う
分
だ
け
解
凍
し
、

冷
凍
や
解
凍
を
繰
り
返
さ
な
い

食
事
す
る
と
き

◦
食
べ
る
前
に
せ
っ
け
ん
で
手
を
洗
う

◦
作
っ
た
料
理
は
長
時
間
室
温
で
放
置

し
な
い

※
く
わ
し
く
は
印
旛
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー（
印
旛
保
健
所
・
☎
0
4
3
‐

4
8
3
‐
1
1
3
7
）へ
。
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